
事業及び共創の成果及び課題等報告書（中間） 

 

 内    容 

①事業名 ファーストペンギンインフルエンサーネットワーク「F・P・I・N」 

②事業費総額 345,000 円 

③事業期間 平成３０年４月１日から平成３０年７月３１日まで 

④事業及び共創の

進捗状況 

【全４回の講座・ワークショップ開催】予定中 ２回開催 

・６月 ３日（日）「親子の絆を結ぶ“我が家流”子育て大作戦」 

           ～お手伝いから自立への道～ 

         参加者  ２４名  託児 １２名 

・７月２４日（火）『三世代「トリプルハッピー」子育て術』 

           ～出産・子育てのツボ～ 

         参加者  ２０名  託児 ４名 

 

⑤自己評価 

 

 ≪評価のマーク≫ 

◎：よくできた 

○：概ねよくできた 

△：あまりできなかった 

×：ほとんどできなかった 

項目 評価 

①計画通り実施できているか   ◎ 

②参加者数，リピート率は満足できる値か   ○ 

③市民のニーズに合致できているか   ◎ 

④事業費は適正か   ◎ 

⑤事業継続のビジョンを維持しているか   ◎ 

⑥（市・団体）それぞれの役割を果たせているか   △ 

≪評価の理由≫ 

・参加者数、リピート率については設定数までにしたかったが予想さ

れた結果であった。連携により一層の動員は可能であったと判断す

る 

・アンケートの内容から市民ニーズには適応していると判断する 

・市側との連絡・連携不足 



⑥今後の事業展開

について 

・今年度事業を今後どのようにすすめていくか（変更点・改善点等） 

ワークショップでの展開を図ったが（６月はワークショップ 

開催）時間が足りなかったので以降は講座形式。アンケートから

今後のシリーズ化や活動への関心が高いので今回の参加者を核に

コアなメンバーとの２WAY、３WAY型のワークショップや連絡協

議の場を広げ「子育てに優しい鹿嶋」に相応しい環境づくりに関連

した計画を立てる。 

・次年度の共創のまちづくり事業継続の希望及び展開について 

初年度実施した課題・疑問点・相互理解のための協議を重ねた 

上での 事業継続 展開を希望。 

継続事業としての基本的企画の青写真は立案済み。 

市側内部のこの共創事業に対する理解と連携を深めてほしい。 

また それらの協議内容や進捗情報を実施団体側へ共有して欲し

い。 

・共創のまちづくり事業終了後の展開について 

  地域の課題に自ら考え行動できる 市民の輪の拡大。 

  市民間ネットワークの多様化と強化。 

 

担当課の意見 

スタート段階の講座のタイトル決めから初回の講座については，これまでの市

で行ってきた講座の進め方やアンケートなどのノウハウ，情報を共有し，連携を

密に図りながら取り組むことができた。２回目は，初めての団体主体の講座とな

ったが，各々の役割分担に関する情報共有が十分に図られていなかったこと，ま

た，市側の姿勢として，関係課との情報，意識の共有・統一が不十分であったこ

となどが自己評価⑥役割分担の達成度が低くなった要因につながっている。市と

しても，今後は団体との情報共有を更に密に図りながら，また，他の関係課へも

働きかけを行っていく。 

講座の実施により，産科の助産師等とのつながりができるなど，新たなネット

ワークの広がりを見せている。今年度，ワークショップの実施は１回となってし

まったが，次年度はつながった人脈や機関と講座参加者（現役ママ・パパ）との

対話を重ね，参加型サークルや地域活動に関わる人の輪を広げ，子育てや仕事，

家庭など女性を取り巻く様々な不安の解消につながる取り組みを期待する。 

 


